














(１) 以下の論文を参照｡ 薛化元, 楊秀菁, 蘇瑞鏘 『戦後台湾人権発展史』
(板橋：稲郷出版社, ), , , 頁を参照｡ 二二八事


























おける懲罰の正当性は, 伝統の ｢功利 (
)｣ 的な解釈と異な
る｡ すなわち, 懲罰は全社会の利益に基づくものであり, 例えば抑止効
果をもつ｡ しかし, 移行期における懲罰は, 反対の視点から見るもので
ある｡ すなわち, もし懲罰を加えなければ, どんな結果が出てくるのか







る｡ まず, 台湾の政治については, すでに自由国家に移行した後も, 戒
厳令解除以前の不正な人権侵害法律 (実際には多数の行政命令を含む)
二二八事件をめぐる歴史清算問題 (薛)()
(３) 石中山 ｢轉型社會的民主, 人權與法治 關於 ｢轉型正義｣ 的若干反思｣,
施正鋒編 『轉型正義』 (台北：台湾国際研究学会, 年), 頁｡
(４) 		
著, 鄭純宜中国語訳, 『変遷中的正義』 (台北：商周出版
社, 年), ２６, 頁｡
が, 移行期に検討も改正もされずに継続的に適用されていること, 次に,
新しく制定された法律には, 憲法違反や人権制限の問題があるというこ
とである｡ そのため, 行政と立法部門から推進された政治改革は, ｢憲
法｣ に合わせて改正されたとしても, 実際に人権侵害問題を徹底的に解
決することには至らない｡ ひいては, 新規法令と雖も合理的に人権を保













して謝罪し, 賠償 (補償) したが, 真相への追求が不足していることに
ある｡ 加害者を明らかにしなければ, 正義を追求することができないに



















救い, 民族生存を保障し, 国家統一を固めるため, 全国総動員を励行す





た ｢動員戡乱完成憲政実施綱要案｣ を通過させた｡ それ以降, 中華民国
は ｢動員戡乱時期｣ に入っていく｡ 国民政府は ｢総動員法｣ に基づいて,
経済物資, 物資の徴収方式, 交通手段に対する統制のほかに, 新聞, 言







二二八事件が一段落した後, 国民党政権が構築した非常 (権威) 体制
二二八事件をめぐる歴史清算問題 (薛)()
(６) 頼澤涵ら ｢二二八事件研究報告｣, ８頁を参照｡
(７) 薛化元 『｢自由中國｣ 與民主憲政』 	頁, 濁流著, 鍾肇政訳 『台灣連
翹』, 

頁, 鄭牧心 『台灣議會政治年』 (台北：自立晩報, 年),
頁を参照｡
(８) 『國民政府公報』 号, 年７月５日, ５６頁｡ 原文 ｢拯救匪區
人民, 保障民族生存, 鞏固國家統一, 勵行全國總動員, 以戡平共匪叛亂,
掃除民主障礙, 如期實施憲政, 貫和平建國方針案｣｡






































以て, 民心を収攬して, 国家社会に広く利用されことができる｣ と, 刑
中京法学巻２・３号 (年) ()




() 『立法院公報』 ：, 年９月日, ８９, !頁｡
法第条 ｢刑を受けて事実に後悔の意を持つ者に対して, 無期懲役が十
年, 有期懲役が二分の一を超過した後, 監獄長官により司法行政最高官






｡ 次いで, 月日に, 立法委員の蘇秋鎮も,
｢現行の 『懲治叛乱条例』 を改正して 『二二八事件』 犯罪者を仮出獄さ
せる｣ ことを建議した
()























年６月出版の 『名人』 に ｢請特赦 『二二八』 事件
受刑人｣ を発表していた｡ (：
 !"｡ アクセス日付：	年９月日)｡
() 李永熾監督, 薛化元編 『台湾歴史年表・終戦篇###(

)』, 頁｡







る初めての党外週報である 『生根』 が創刊された｡ 第一期には, ｢三十
六年前の春台湾大災難の公的資料 (中国語の題目 ｢三十六年前春天台灣





















() 調査によると, 年 『青雲』, 	年 『疾風』 と 『黄河』, 年 『黄
河』 は, 党外の雑誌ではないことが分かった｡ 『疾風』 と 『黄河』 は国民














｡ ２月日に, 台湾人権促進会及び鄭南榕らの発起の下で, 台湾内外



































記者会見の中で, 鄭南榕, 陳永興, 李勝雄らが ｢二二八公義和平運動｣









() 陳永興 ｢二二八和平宣言｣, 『台湾人権促進会会訊』 ７, 	年２月
日,
８頁｡ 若林正丈著, 洪郁如, 陳培豊ら訳 『戦後台湾政治史：中華民国台湾
化的歴程』 (台北：国立台湾大学出版中心, 
年), 頁｡
() 台湾人権雑誌社編, ｢一九八七年台湾人権報告｣, 頁｡
() 『立法院公報』 ：	, 	年３月７日, 頁｡






























を要求した｡ そのため, ６月から台湾省文献委員会は, 研究員を各地に
派遣して, 口述記録を行うなどの現地調査を実施し, 二二八事件の資料
中京法学巻２・３号 (年) ()
() ｢立委建議成立委員會 調二二八事件真相｣, 『聨合報』, 	年２月
日, ２版｡
() ｢民進黨明將舉 二二八連串活動｣, 『聨合報』, 	年２月日, ２版｡
｢二二八事件是史悲劇民進黨將舉行紀念性活動 黨工公開案提供研究｣,
『聨合報』, 	年２月日, ８版｡
(	) 台湾人権雑誌社編 ｢一九八八年台湾人権報告｣, 頁｡
(
) ｢二二八事件受刑人已全部釋放 中研院正在蒐集資料進行研究｣, 『中国

















｡ ４月３日に, ｢二二八和平紀念碑籌建委員会｣ が正式に成立
した
()




いった｡ 同月には, 映画監督の侯孝賢が, 二二八事件を時代背景とした






閃爍其詞｣, 『聨合報』, 年月日, ２版｡
() ｢國代提案建議總統就二二八事件表示態度朝野激辯經表決後否決該案｣,
『中国時報』, 年月日, ５版｡
() ｢平反運動紀要｣, 財団法人二二八事件紀念基金会, ：
 !"#		$#を参照｡ アクセス
日付：年９月日｡
() ｢平反運動紀要｣, 財団法人二二八事件紀念基金会, ：
 !"#		$#を参照｡ アクセス
日付：年９月日｡
() ｢『二二八』 紀念碑今天落成｣, 『聨合報』, 年８月日, 版｡ ここ





『聨合報』, 年９月日, ３版｡ ｢悲情城市 威尼斯影展奪魁以磊落態度



















問邱創煥に ｢二二八事件専案小組｣ を組織し, ｢専案報告｣ の執筆を指
示した
(	)
｡ ６月	日, 国立編訳館は, 今年９月から使用する高校歴史教科




｡ ６月日, 内政部は, ｢忠烈祠祀弁法｣ を改正して,
中京法学
巻２・３号 (年) ()
() 林正丈著, 洪郁如, 陳培豊ら訳 『戦後台湾政治史：中華民国台湾化的歴
程』 (台北：国立台湾大学出版中心, 	年), 頁｡





() ｢朝野立委同為二二八死難同胞默哀｣, 『中国時報』, 年２月日,
３版｡
(	) 若林正丈著, 洪郁如, 陳培豊ら訳 『戦後台湾政治史：中華民国台湾化的
歴程』 (台北：国立台湾大学出版中心, 	年), 頁｡














り, 年の 『二二八』 事件に至った｡ 政府は速やかに陳儀を罷免し, 省
政を改組して, 民衆を慰めた｣ と記述した
()














政府機関内では, 		年１月, 行政院は, 二二八事件の専案小組及び
研究小組のメンバーを正式に公表した｡ 専案小組には行政院副院長施啓
二二八事件をめぐる歴史清算問題 (薛)()
() ｢二二八事件 編入高中史課本｣, 『中央日報』, 		
年６月日, 版｡
() ｢平反運動紀要｣, 財団法人二二八事件紀念基金会, ：








() ｢平反運動紀要｣, 財団法人二二八事件紀念基金会, ：
 !	!" を参照｡ アクセス
日付：
年９月日｡
() ｢平反運動紀要｣, 財団法人二二八事件紀念基金会, ：












族代表は李登輝大統領に面会し, 要求として, 第一, 政府は二二八事件
の真相を公布し, 受難者に対して公に謝罪し, 遺族に賠償すること, 第
二, 二二八紀念公園及び紀念館を設立し, 二二八事件に関する資料を陳
列すること, 第三, 二二八基金会を設立し, 省籍対立を解消して民主人














偲ぶ音楽会｣ に出席して, 近日内に政府と民間と共同で ｢二二八事件建
碑委員会｣ を組織すると明言した｡ ２月
日, ｢行政院二二八事件建碑
委員会｣ の招集人には, 邱創煥を任命し, 後に陳重光を招集人に任じる｡
６月日, 民進党の立法院党団幹事長陳水扁は, 元凶への追及, 政府か
らの謝罪について, 徹底して臨むことを表明した｡ ６月	日, ｢二二八
家属関懐会｣ は, 共同で ｢二二八事件の受難者は無罪であるため, 政府
中京法学	巻２・３号 (	年) ()
() ｢二二八事件 專案小組 研究小組 名單公布明年元月十五日前 完成約十
萬字研究報告 揆態度：｢不規避｣民進黨：非常歡迎｣, 『聨合報』, 		
年１月	日, ７版｡
() ｢二二八受難者家屬金會見李總統將提出四項要求：１.公布真相道歉賠
償, ２.設紀念館陳列史料, ３.設基金會化解省籍對立, ４.訂紀念日公追
































紀念館は開館された｡ この紀念館は, 展示だけではなく, 教育・活動・











() ｢李總統代表政府向二二八受難者家屬道歉｣, 『聨合報』, 年３月１
日, １版｡
() ｢李總統二二八談話全文 紀念碑像座史的醒鐘 提醒我們走出悲劇｣,
『中国時報』, 年３月１日, ２版, 抜粋｡
() ｢二二八紀念碑案｣, 国家案館所蔵, 番号：  """""""" ""
##(三), ：$%$%&
'()*+""""""	｡ (アクセス日付："	年９月日)｡
(	) ｢熱・掌聲和平公園碑｣, 『聨合報』, 	年２月日, ２版｡
５, 賠償と補償の闘い
年月日, 台湾で初めての ｢二二八学術シンポジウム｣ が, 二
二八民間研究小組によって開かれた
()
｡ 年２月日, 行政院版の ｢二
二八事件報告書｣ が脱稿し
()

















の立法委員が, それぞれ ｢二二八事件処理条例｣ (呉版), ｢二二八事件
補償条例｣ (洪版), ｢二二八受難者賠償条例｣ (謝版) などの草案を提出
して, 特別立法によって賠償請求権の消滅時効という問題を解決しよう
とした｡ 三者の名称が異なり, 内容的にも異なる案件が多かった｡ 賠償
中京法学巻２・３号 (	年) ()
(	) ｢台北紀念館開館 走出傷痛｣, 『聨合晩報』, 	年２月	日, 版｡
｢立法院快速通過總統府隨後公告二二八訂為國定假日｣, 『聨合報』, 	年
２月日, １版｡
() 李永熾監修, 薛化元編 『台湾歴史年表Ⅴ (
)』, 頁｡
() 李永熾監修, 薛化元編 『台湾歴史年表Ⅴ (
)』, 頁｡
() 李永熾監修, 薛化元編 『台湾歴史年表Ⅴ (
)』, 頁｡
の点から見ると, 呉版の賠償金額の計算は, 基数制で, 上限箇基数
が与えられる｡ 基数の計算は, 行政院が政府の財政負担能力に基づいて
定めるというものであった｡ 洪版は ｢国家賠償法｣ を参考にして, 基数
につき新台幣万元で, 上限箇基数で新台幣万元が与えられると




政院は, 呉版の呼称を採択し, 政府が新台幣億元を寄付して ｢財団法














法院は, ｢二二八事件処理及び補償条例｣ を通過させた｡ これは呉版と
洪版の名称を総合して, ｢賠償｣ という言葉を避け, 内容は行政院版に


















號 政府提案第號｣, 『立法議案関係文書』 (年６
月日刊行) ：+,,+,!-!,-
!,	,--,.-｡ アクセス日付	年月日｡




算し, 基数につき新台幣万元で, 基数の上限を箇とした｡ すなわち,
補償金額の上限は新台幣万元となる｡ 基金会の資金源には, 政府予
算からの寄付, 国内外の会社や団体や個人の寄付, 基金の利息が充てら







件受難事例は件で, その中の ｢死亡｣ 類の事例は	件, ｢行方不明｣
類の事例は
件, ｢その他｣ の事例 (監禁, 受傷, 名誉傷害など) は
	件であった｡ 賠償金を受けた人数 (受難者本人あるいは受難者死亡

































は, 『二二八事件責任帰属報告』 を出版した｡ これは, この重大な問題










『二二八事件責任帰属報告』 では, アーカイブズに基づき, 蒋介石は,
二二八事件に主要な政治責任と歴史責任を負うべき元凶であると論述さ




しかし, 一般の被害者は対象外であった｡ 後の年代の補償 (賠償)





() 張炎憲ら著 『二二八事件責任歸屬研究報告』 (台北：二二八基金会, 
年), ６７頁｡
たからである｡








考える人の中で, 国民党所属者の％, 親民党所属者の％, 民進
党支持者の％, 台聨所属者の％が影響があると答えていた｡ エ
スニック分析から見ると, 福 (南)の％, 客家の	％, 外省の
％, 原住民の	％が影響ありと認めたことが分る｡ すなわち, 福
 (南)を除いて, 他のそれぞれのエスニックの過半数以上は, 二二
八事件を記念することがエスニック協和に影響を及ぼしたと認めていた
ことである｡ 第二に, 二二八事件には, 蒋介石が元凶であると解明した
ことが, エスニック協和に影響を及ぼすか否かについて, はいと答えた









とである｡ すなわち, 二二八事件の記念に対して, 蒋介石を元凶とし,
その責任を追及すべきと考える人は, 国民党や親民党の支持者を含めて,
非常に高く, 真相と責任帰属の追及は反ってエスニック協和に役立つと
いうことを示していた｡ さらに, ％の福 (南)人, ％の客家




















同僚, 同窓などの諸関係により, エスニック間で互いに交流したり, 成
長の過程において共同の歴史運命を持っていることから, エスニックを
理由とするならば, それは, 二二八事件の移行期正義に対する歴史的な
誤解と言わざるを得ない｡ それに反して, 責任の追及, 責任帰属の解明
は, 根本的にエスニック間の諒解を得るためによい基礎を提供したとい
える｡
年は, 台湾において三回目の政党交代であった｡ 移行期正義の促
進は, 蔡英文大統領が明示した重要な政策目標の一つである｡ 年は,
二二八事件周年にあたり, エスニックの誤解を解き, 既存の基礎の上
二二八事件をめぐる歴史清算問題 (薛)()
に如何にして二二八事件の移行期正義を実現するかは, 価値選択の問題
だけでなく, 実現能力が試される段階になったともいえよう｡
中京法学巻２・３号 (年) ()
